
薬物乱用防止実践事例

大館市立

花岡小学校



校　内　活　動

○薬物乱用防止教育推進委員会
・校内外組織づくり
・年間活動計画の作成
・研修会、授業等について
○薬物乱用防止教室
・４年生～６年生参加
・薬物乱用防止広報車「みちびき号」の活
用と警察官の協力

○校内研修会
・健康教育中央研修の伝達
○薬物乱用防止標語作成（国語科）
・４年生～６年生
・学習発表会で展示。校長あいさつで紹介
・花岡中学校祭、大館工業高等学校祭でも
合同展示

○授業実践
・５年生学級活動（小中連携研究会の参観
授業として）

○授業実践
・６年生保健（ＰＴＡ授業参観として）

Ⅲ　大館市立花岡小学校の取り組み
１　研究主題と校内組織

(１) 研究主題：喫煙、飲酒、薬物乱用について正しい知識をもち、悪い誘いをはっきり断ることのできる児童

を育てるための指導

(２) 校内組織

［薬物乱用防止教育推進委員会］

委　員：校長、教頭、◎教務主任、生徒指導主事、保健主事、養護教諭

役　割：喫煙、飲酒、薬物乱用防止のための教育活動の計画と運営

２　年間活動計画

＜平成17年度＞

推進協力校合同事業等

○第１回推進協力校担当者打合せ

○秋田県薬物乱用防止教育支援体制推進委員会

○保幼小中ＰＴＡ合同研修会への参加
・薬物乱用防止に関する講演
○第２回推進協力校担当者打合せ
○大館工業高等学校薬物乱用防止ＶＴＲ制作への協力

○大館工業高等学校薬物乱用防止研修会への参加
（３名）

○秋田県薬物乱用防止教育研修会
・中央研修の伝達と実践発表

○研修視察（横浜）

○第３回推進協力校担当者打合せ

○薬物乱用防止教育研修会
・実践報告会
・講演会
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＜平成18年度＞

○薬物乱用防止教育推進委員会
・成果と課題についての協議

○広報活動
・学校報、ほけんだより等
○薬物乱用防止教育だより（教職員向け）

○秋田県薬物乱用防止教育支援体制推進委員会
○研究実践報告書作成2

随時

校　内　活　動

○薬物乱用防止教育推進委員会
・年間活動計画案協議

○薬物乱用防止教室（３年生～６年生）
・キャラバンカーの活用
○職員会議
年間活動計画を共通理解

○薬物乱用防止全校児童集会
・計画委員会、健康大好き委員会の主催
・クイズなどを取り入れた縦割り班による
活動

○全校研修会
・授業について

○授業実践　※全職員参観
・６年生体育
「病気の予防」～薬物乱用の害～
・５年生学級活動「たばこの害と断り方」
・４年生学級活動
「知っていますか　たばこの害」
・１年生道徳「勇気を出して～いけないよ」
○薬物乱用防止標語の取組
・昨年同様、３校学校祭で合同展示

○授業実践
・３年生体育「かんきょうを整える」
・２年生学級活動「元気な体を作ろう」
○全校研修会
・薬物乱用防止教育フォーラムのふり返り
・成果と課題

○広報活動
・学校報、ほけんだより等
○薬物乱用防止教育だより（教職員向け）

推進協力校合同事業等

○薬物乱用防止看板設置式
・小、中、高の代表児童生徒の参加
○第１回推進協力校担当者打合せ

○秋田県薬物乱用防止教育支援体制推進委員会

○大館工業高等学校薬物乱用防止ＶＴＲ制作への協力
○３校合同薬物乱用防止教育ＰＴＡ研修会（講演会）
への参加
・講師：秋田ダルク施設長

○研修視察（神戸）

○第２回推進協力校担当者打合せ

○秋田県薬物乱用防止教育研修会
・実践発表

○薬物乱用防止教育フォーラム
・児童、生徒による実践発表
・児童、生徒によるロールプレイング
・講演

○研究実践報告書作成
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３　薬物乱用防止教育の実践（平成17年度・平成18年度）

(１) 薬物乱用防止教室の実施（H17.7.15／H18.6.1）

本校では、毎年薬物乱用防止教室を実施している。年度の早

い時期に実施するようにし、その年度の、薬物乱用防止教育の

導入と位置付けて実施している。

平成17年度は、１～３年生は防犯教室、４～６年生は薬物

乱用防止教室を実施した。薬物乱用防止広報車「みちびき号」

を活用し、ＶＴＲや写真等の視聴のほか警察官の方に薬物乱用

等の害について分かりやすく説明していただき煙草や酒、覚せ

い剤等の害について理解することができた。

平成18年度も、４年生以上の児童を対象に、「キャラバンカ

ー」を招聘し実施した。薬物やシンナー等の害について、様々

な情報を得ることができた。

昨年度の反省から、児童が受け身にならず参加できるように、

事前の指導や動機付けをしっかり行ってから参加するようにし

た。

平成17年度　薬物乱用防止教室

(２) 薬物乱用防止全校児童集会の実施（H18.7.18） ※別紙参照（P14）

昨年度の活動の改善点として、「授業や活動が教師主導であった」ことがあげられた。昨年度は、１年目

ということもあり、教師が研修し、内容を理解することで精一杯の感があった。

そこで、今年度は、授業もその他の活動も、児童主体のものにしていくことを課題にあげ、児童集会にも

取り組んだ。

平成18年度　薬物乱用防止教室

薬物乱用防止教室～児童の感想（６年生）

麻薬、覚せい剤、シンナーの勉強をして、ほんの少しでも、中毒になったり死んでしまうことがあると

いうことに、再度、恐いと思いました。ミッキーやシャネル、コカコーラなどの印がある覚せい剤がある

ということを初めて知って、少しでも間違って飲むと、神経や脳がおかしくなり、すき間があいてしまう

ともとにはもどれなくなるんだ、麻薬は私たちの体を悪くしてしまうんだと思いました。今、脳が発達し

ている小・中、高校生はほんとうに危険だけれど、大人も使用するとだめだと教えてもらいました。これ

からも、「ダメ、絶対！」の合言葉を守って過ごしていきたいです。

キャラバンカーで学んだことは、覚せい剤にはいろいろなもようがあったことです。ミッキーやスヌー

ピーのもようもあり、こういうデザインでさそわれるんだなと思いました。次に、子どもを産むときは、

女性だけでなく、男性も関係していることです。私は女性だけ気をつければいいんだと思っていましたが、

男性も関係していることを初めて知りました。キャラバンカーで一番おどろいたことは、実際にシンナー

や覚せい剤を服用して、事故、事件を起こしている人がいるということです。私はキャラバンカーで学ん

だことを忘れないで、誘われても断るということを心がけて、これからも楽しく過ごしたいです。
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●活動の流れ

担当：健康大好き委員会（養護教諭）

計画委員会（生徒指導主事他）

スポーツ委員会（体育主任）

１．体育館に入る。ステージに向かって、縦割り班毎に並ぶ。

（班長の前に）

２．はじめの言葉（計画委員） ２分

３．ミニ保健劇（健康大好き委員会） １０分

４．ウォークラリー　　　　　　　　　　２５分

・クイズにチャレンジ

・１～４コマまんがでロールプレイング

・アスレチック、展示コーナーもまわる

５．おわりのことば（計画委員） ８分

・クイズの解説（養護教諭）

・薬物の恐さについての講話（生徒指導主事）

薬物乱用防止全校児童集会の様子

(３) 校内研修会の実施（H18.7.31）

夏休み明けから本格的に始まる授業実践を前に、授業の基本的な考え方や、児童が主体的に授業に参加で

きるための手法について研修を行った。昨年度、健康教育の研修に参加した職員を講師に、喫煙・飲酒・薬

物乱用の害についての知識を習得するだけの受け身的な学習でははなく、児童自身が主体的に考え、煙草や

酒、薬物をすすめられたとき強い意志で断ることができるようになるためのスキル的な活動も含む学習を計

画・実践していくことを確認し、ブレインストーミングについての演習を行った。

また、今後の活動計画についても共通理解した。

薬物乱用防止全校児童集会～児童の感想（２年生）

ぼくのお父さんは、ときどきよるおそくたばこをすっているので、このことをお父さんにおしえたいと

思います。ぼくは、お父さんになったらぜったいすいません。ビールもいつものまないでとおしえておき

ます。

アルコールややくぶつについて、けんこういいんかいのみなさんが、おさけやたばこが体にわるいこと

やわるいくすりをのまない、すわないことを今日おしえてくれました。わたしは、おとなになっても、す

わない、のまない。

タバコにニコチン、さけにアルコールがあるなんてはじめてきがつきました。おとなになったらきをつ

けます。
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(４) 授業実践 ※別紙学習指導案（略案）参照

①　６年生体育（保健領域）「病気の予防」

～薬物乱用の害～（H18.9.29）

・ブレインストーミング

・児童全員のロールプレイング

②　５年生学級活動「たばこの害と断り方」（H18.10.3）

・児童全員のロールプレイング「友達からたばこをすすめ

られたらどうする？」

・ブレインストーミング

・養護教諭とのＴＴ、スモーキング教材（煙草の煙により

肺が茶色になる）

・煙草についてのアンケートによる実態調査

③　４年生学級活動「知っていますか たばこの害」（H18.10.4）

・ブレインストーミング→類型化

・喫煙禁止マークの提示教材

・喫煙者の声の活用

④　１年生道徳「勇気を出して～いけないよ」（H18.10.13）

・善悪の判断

・心のノートの活用

⑤　３年生体育（保健領域）「かんきょうを整える」（H18.12.20）

・学校薬剤師による空気の汚れ（二酸化炭素濃度）調査の

グラフ化

・ブレインストーミング

・空気の汚れからたばこの害につなぐ自然な学習過程

・養護教諭とのＴＴ

⑥　２年生学級活動「元気な体を作ろう」（H18.12.21）

・ロールプレイング

・体によいもの、よくないものの学習の中でのたばこの害　

(５) 薬物乱用防止標語の作成（10月）

昨年度は４年生～６年生、今年度は３年生～６年生が薬物

乱用防止標語の作成に取り組んだ。薬物乱用防止教室、全校　

児童集会、授業等で学習したことを生かし、国語の時間を使

って作成した。「煙草は体に悪い」「喫煙・飲酒・薬物乱用が

人生をだめにする」ということを強調する内容や、「家族や

身近な人の健康が心配」、「たばこや使用が禁止されている薬

物をすすめられても、絶対断ろう」という内容の作品が多く

見られた。

花岡中学校、大館工業高等学校の学校祭で、合同展示した。

(６) 校内薬物乱用防止だよりの発行 ※別紙参照

授業感想や薬物乱用防止に関わる活動の共通理解のための

内容を中心に、校内の職員向けの通信を発行している。

５年生：ロールプレイングの様子

４年生：ブレインストーミングの様子

３年生：学校薬剤師による二酸化炭濃度の
測定結果の活用

児童が作成した薬物乱用防止標語
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４　成果と課題

(１) 成果

・授業や活動後の感想等から、喫煙・飲酒・薬物乱用についての児童の意識の高まりが見られた。また、授

業、全校児童集会、標語、薬物乱用防止フォーラムなどが児童の意識の中でつながっており、活動が横断

的で効果的に実施された。

・授業実践については、昨年の授業と比較して、ブレインストーミングやロールプレイング、提示資料の工

夫など、児童を主体的に授業に参加させる手立てがとられており、活発な授業が多く見られた。また、授

業を参観し合い、授業感想を共有することにより、教師の力量が高まった。

・小中高の連携した取り組みにより、児童生徒の発達段階に応じた指導の在り方を実感として理解すること

ができた。また、同じ地域の学校として、職員・児童生徒ともに連帯感が高まり、今後の様々な活動を連

携してすすめていく素地ができた。

・これまでの実践の集大成としての「薬物乱用防止教育フォーラム」では、児童が参加に積極的であり、実

践発表やロールプレイングの練習に主体的に取り組む姿が見られた。また、練習や当日の発表で、小学生、

中学生、高校生が互いによい影響を受け、これまで学習してきたことをしっかり発表することができた。

(２) 課題

・地域や保護者への情報発信は、まだ不足している。情報をさらに積極的に発信するなど連携を深める必要

がある。

・授業によっては、ロールプレイングが十分活用できない場面が見られた。ロールプレイング後の検討や振

り返り、まとめ方などをさらに工夫していく必要がある。

５　研究同人

●平成18年度

校　　長　　佐藤　和広

教　　頭　　今泉　静子

主　　査　　明石　　淳

養護教諭　　田畑ヤス子

教　　諭　　佐藤　香子（１年１組担任）

教　　諭　　松山　伸人（６年２組担任）

教　　諭　　津幡　治久（教務主任）

教　　諭　　佐々木由美（３年１組担任）

教　　諭　　虻川麻里子（６年１組担任）

教　　諭　　高橋　陽子（育休）

教　　諭　　武石　郁子（４年１組担任）

教　　諭　　米沢　志江（５年１組担任８月～）

講　　師　　本多貴理子（２年１組担任）

講　　師　　伊藤　由香（５年１組担任～８月）

講　　師　　石川　瑞穂（ＴＴ・少人数）

●平成17年度（平成18年度以外）

校　　長　　小林　敏明

主　　事　　仲澤　由紀

教　　諭　　一関　景子（１年１組担任）

講　　師　　仲谷　 香（４年１組担任）
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薬物乱用防止教育全校児童集会実施計画

１．ねらい　・薬物の危険性や有害性について、全校で学び合う。
・命を守るために「薬物乱用はダメ。ゼッタイ。」を実感する。

２．日時　平成１８年７月１８日（火） ３校時

３．場所　体育館

４．内容と分担　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①全体進行　　　　　　　　　　（担当）計画委員会
②ミニ保健劇　　　　　　　　　（ ）健康大好き委員会
③クイズを台紙に書く　　　　　（ ）ボランティア委員会（問題は養護教諭作成）
④１～４コマ漫画の作成　　　　（ ）リアルニュース委員会
⑤展示コーナー　　　　　　　　（ ）ブックワールド委員会
⑥アスレチックコーナー　　　　（ ）チャレンジスポーツ委員会
⑦放送機器準備　　　　　　　　（ ）仲こ放送局委員会
⑧写真　　　　　　　　　　　　（ ）
⑨記録（感想用紙・ＶＴＲ） （ ）

５．活動の流れ　　縦割り班で、みんなそろってポイントを回り、問題を解いていく。

＊クイズは、体育館、ステージの壁にはなして（？）貼る。

６．事前事後の指導
（１）事前　・学級で薬物乱用のこわさや集会のねらいを指導する。（学年に応じて）

・６年生は、集会のリーダーとしての心構えを確認する。
・ポイントカードの取り扱い、ポイントの周り方など

（２）事後　・感想を書く。（４校時）
・「マンガでロールプレイ」の用紙は、リアルニュース委員会で掲示する。

７．評　価　　・集会のねらいは、理解されたか。
・計画や準備は、どうであったか。

児　童　の　活　動

会場の準備　８：１０～８：２５
１．体育館に入る。ステージに向かって、縦割り班
毎に並ぶ。（班長の前に）

２．はじめの言葉　（計画委員） ２分
３．ミニ保健劇　　　　　　　　　　　　１０分
４．ウォークラリー　　　　　　　　　　２５分
クイズにチャレンジ
１～４コマまんがでロールプレイ
アスレチック、展示コーナーもまわる。

５．おわりのことば　　　　　　　　　　　８分
クイズの解説（養護教諭）
薬物の恐さについての講話（生徒指導主事）

留　意　点

委員会担当分をセットする。
１０：２５まで、整然と並ぶ。
班番号カード
司会進行計画委員会
健康大好き委員会
体育館にセットされたポイントを
２５分間でまわる
順路は自由

ポイント用紙

＊関門には、担当の先生がつく。
会場図

ス
テ
ー
ジ

（
縦
割
り
班
整
列
場
所
）

⑳
・
・
・
・
・
① 展示コーナー

ア
ス
レ
チ
ッ
ク

コ
ー
ナ
ー

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
コ
ー
ナ
ー
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薬物乱用防止全校児童集会―クイズ

もんだい　○×で答える。

１
タバコの煙に含まれる有害物質として代表的なものは、ニコチン、

タール、一酸化炭素である。

２
タバコの先から立ちのぼる煙の方が、タバコを直接吸う人（喫煙

者）が吸い込む煙よりも有害である。

３
軽いタバコやフィルター付きのタバコであれば、健康への影響は

ない。

４
お酒は、一晩ねると元の体にもどるので、健康への影響がない。

５
一般的に、男性より女性の方がお酒に弱いと言われている。

６
一気にたくさんのお酒をのみすぎると、そのまま死んでしまうこ

とがある。

７
２０才になったら大人の仲間入り。タバコもお酒もどんどん飲ん

でもかまわない。

８
薬物にはたくさんの種類があり、一度くらいなら使っても大丈夫

である。

９
シンナーは飲み薬ではないが、ペンキをうすめたり、接着剤に入

ったりしていて、日常生活で広く使われている。

１０
タバコ・お酒・薬物にさそわれたら「ダメ。ゼッタイ。」とこと

わることができますか。
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第１学年１組　道徳学習指導案

１　主題名　　　勇気を出して　（１－（３）善悪の判断、勇気）

２　資料名 「いけないよ」

３　主題について

(１) ねらい

◎正しいと思ったことは、恐れないで、勇気をもって行おうとする態度を養う。

正しいことについて、信念をもち、それを貫くことは人生にとって極めて大切なことといえる。それは、

人間関係など様々な条件がからんで実際には難しいことではあるが、常に心がけていたいものである。そこ

で、集団生活に対する自覚が芽生えてきたこの時期に、よいと思ったことは勇気をもって進んで行う態度を

培いたい。

(２) 児童について　　男子８名　女子９名　計１７名

児童は、まだ他律的で自己中心的な場合が多い。善悪の判断がほかの児童に影響されたり、力関係から正

しい行動ができない場合がある。間違った考えであっても、○○さんの言うことはいつも正しくて、みんな

がそれに従うことがいいと勘違いしていることに気付かないことがある。気付いていても、言えないことも

ある。また、困難なことを避けようとして、教師や周囲の人間の力に頼ろうとする傾向も見られる。できな

いことや難しいことを、友達にやってもらったり、分からなくなったところでやめてしまったりしても、そ

の場から早く逃れることも求めようとしている。

(３) 指導にあたって

導入では、日常の自分の生活で、約束を守らずに悪いことをしてしまったときに、だれに、どのように注

意されているかを思い起こさせたい。友達同士の非難のし合いにならないように自分の行動を思い起こさせ

るようにしたい。

資料は、紙芝居として児童に読み聞かせの形式で与える。内容の理解を確実なものとするために、児童が

紙芝居の絵と教師の話に集中できるようにしたい。また、資料の全文を一気に読むのではなく、場面で区切

りながら読み進めていきたい。場面毎に登場人物の気持ちを考えながら読み進めていくことで、お話の先の

内容を知らずに、考えることができるからである。シートを用いて、気持ちを記入し、発表させながら進め

ていきたい。主題にせまる主発問では、役割演技を用いることで、登場人物の勇気ある行動を考えさせる。

終末では、日常の正しくないいろいろな場面を提示して、どのように注意するといいのかを発表させて、実

践力につながるようにしたい。
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４　本時の計画

(１) ねらい　○正しいと思ったことは、恐れずに、勇気をもって行おうとする態度を養う。

(２) 展開

（３）授業の視点

○登場人物の気持ちにせまるための役割演技は、有効であったか。

○日常生活を振り返る場面は、主題にせまるために有効であったか。

段階

導入

展開

終末

時間

7

20

10

8

学習活動

１．自分が悪いことをしてしまったときに、

誰がどのように注意したかを思い出して発

表する。

２．資料「いけないよ」をきいて話し合う。

①おいしそうな真っ赤なリンゴを見つけたと

きのブンタの気持ちを発表する。

②周りをきょろきょろ見まわしたノンタの気

持ちを発表する。

③トンタは、腕を組んでなにを考えたのかを

発表する。

④トンタの言葉で、ブンタとノンタが気付い

たことを発表する。

３．日常生活のいろいろな場面を見て、どの

ように注意したらいいのか考える。

４．本時の振り返りをする。

支援・評価（☆）

・日常生活によくあることを取り上げる。友

だちの非難のし合いにならないようにす　

る。

・資料名であり、キーワードである「いけな

いよ」につなげる。

・場面毎に区切って話し合いを取り入れなが

ら読み進める。

・おいしそうだから、食べようという気持ち

をおさえる。

・ノンタは、悪いことだと気が付いているが、

食べようとしていることをおさえる。

・じいっとの時間には、食べてもいいのか、

なぜさくがあるのか、様々な葛藤があるこ

とを知らせる。

☆トンタの葛藤に、気付くことができる。

・トンタのえらさと、悪い行動だったことに

気付いたことに共感させる。

・机の落書きの場面、ボールを片付けていな

い場面などを提示する。

☆生活場面での対応の仕方を考えることがで

きる。

・今日の学習でわかったこと、これから気を

つけたいことをシートに記入させ、いくつ

かを紹介する。

トンタは、腕を組んでじいっとさくを見

て、何を考えたのでしょう。
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第２学年１組　学級活動学習指導案

１　題材名　　元気な体を作ろう

２　題材の目標

自分の体にとって良いものと悪いものを知り、元気な体を作ろうとする。

３　題材と児童

〈題材について〉

近年、日本のテレビではお菓子やたばこ、酒類のコマーシャルがよく流れている。中には、それを見て

「おいしそう」、「欲しいな」と興味を持つ児童もいることだろう。そうした中で、児童が自分の体にとって

良いものか悪いものかを判断する力は大変重要であろう。そして、健康であることのありがたさを知り、

元気な体を作ろうとする態度を身に付けていくことが必要である。

〈児童について〉男１２名　女12名　計２４名

児童は、これまでに学級活動で虫歯予防や風邪予防などについて学習し、定期的に発行される保健だより

を利用して、自分の体について考えてきている。そうした内容について家庭内で教えられ、健康に関する知

識が豊かな児童が多い中、ほとんど知らないという児童も２割ほどいる。

また、７月に実施した薬物乱用防止集会での様子を見ると、たばこやお酒が体に良くないことは分かって

いるがどうして良くないのかはほとんど理解できていないようである。

〈指導にあたって〉

本時は、身近な食品、嗜好品等を７点に絞って取り上げ、それが体に良いものか悪いものかを考えること

で学習を進めていく。今回は、特に体に悪い物に重点を置き、学年の発達段階に合わせ、その理由を簡単に

まとめて指導したい。また、ロールプレイングにも挑戦し、体に悪い物をすすめられた時にしっかりと断る

態度を身に付けさせたい。

たくさんの食品、嗜好品等がある中で、今回はわずか７点のみを取り上げているが、これをきっかけとし、

他の物についても考えを広めていけるような終末としたい。
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４．本時の計画

(１) ねらい

自分の体にとって良いものと悪いものを知り、元気な体を作ろうとする態度を身に付けることができる。

(２) 学習過程

（３）授業の視点

○ロールプレイングは、体に悪いものについての理解を深め、元気な体を作ろうとする態度を身に付けるた

めに有効であったか。

段階 時間

5

5

12

10

10

3

学習活動

１．宇宙人からの手紙を読み、学習の見通し

を持つ。

２．本時の課題を確認する。

３．学習シートで体に良いものと悪いものと

に分け、発表し合う。

４．その理由について全員で考える。

５．体に悪いものをすすめられた時にどうす

るかを考え、実際に断る練習をする。（ロー

ルプレイング）

６．ロールプレイングの感想を書き、断り方

について全員で考える。

７．学習を振り返り、健康の大切さについて

確認する。

支援・評価（☆）

・本時で考える食料品や嗜好品等を提示し、

学習への意欲付けを図る

・理由を発表することで、考えを深められる

ようにする。

・短い言葉でまとめた選択肢を設け、選ぶこ

とで、それぞれの理由をはっきりとさせる。

・体に悪いと思ったら断ることを徹底する。

・理由を言えない児童には、黒板の言葉をヒ

ントにするよう声をかける。

・号車毎にたばこ、お酒、ポテトチップスに

ついて考えさせる。

・やってみてわかったことや難しかったこと

をもとに、全員で断り方について考える。

体にわるいものは、すすめられてもこと

わる。

体に良いものと悪いものがわかり、その

理由を簡単に説明できる。

体によいものとわるいものについて考えよう。
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第３学年１組　体育科（保健）学習指導案

１　単元名　かんきょうを整える

２　単元の目標

○部屋の空気を入れ換えることの大切さに気付き、健康な生活を送るために生活環境を整えることが理解でき

る。

３　単元と児童

〈単元について〉

規則正しい生活や身の回りを清潔にすること、環境を整えることが、わたしたちの健康と深く関わってい

る。

食事や睡眠、運動、排泄などは、生理的なもので自然に行われてきた。また、手洗いや洗面、入浴など、

身の回りを清潔にすることも、家庭で幼児期から躾として教えられてきた。

しかし、部屋の空気を入れ換えることは、集団生活を送る上で欠かせないことであるが、その効果を直接

目で確かめることができないため、その大切さに気付いていない。

健康のためには、換気をして空気をきれいに保つ必要があることに気付かせる必要がある。

〈児童について〉男１０名　女１２名　計２２名

これまで体育（保健）では、健康に過ごすためにはどうしたらよいかを学習してきている。「リズムのあ

る生活を送ろう」では、自分の生活について振り返ることができた。

「かんきょうを整える」の学習を始める前に、空気を汚染する原因の一つであるたばこについて、アンケ

ート調査を行った。（調査対象人数　２０人）

①家族にたばこをすう人はいますか？・・・いる（１６人） いない（４人）

②すっている場所は、どこですか？　・・・家族の集う居間　（１１人）

家族のいない場所　（５人）

③家族がたばこをすうことをどう思いますか？

・・・やめてほしい（１１人）

かまわない　（ ３人）

わからない　（ ２人）

〈指導にあたって〉

空気のことについては目に見えないものだけに、子どもたちは換気の必要性にあまり気付いていない。休

み時間は、声をかけないでいると窓を閉め切ったままであることが多い。

そこで、本時の導入では、換気を行うところから始め、学習への関心を高めたい。そして、１校時目に学

校薬剤師が調査した二酸化炭素濃度の結果を提示し、換気後には二酸化炭素濃度が低下していることを確認

させる。そして、養護教諭による補足説明により、理解を深めさせたい。また、ビデオ「たばこのけむりは

あぶないよ！！」を視聴し、たばこを吸う人ばかりでなく、近くにいる人にも害があることを気付かせ、注

意を喚起したい。

終末には、今日から気を付けていくことを一人一人に書かせることにより、実践へと結び付けていきたい

と考える。
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４　本時の計画

(１) ねらい　　

二酸化炭素濃度の測定結果や副流煙の害を知り、室内の空気を正常に保つためには、新鮮な外気と室内の

空気の入れ換えが必要であることに気付くことができる。

(２) 学習過程

（３）授業の視点

○気体検知管で調べた結果を提示したり、ビデオを視聴させたりしたことは、閉ざされた空間の空気汚染に

気付かせるのに、有効であったか。

○養護教諭とのＴ.Ｔは、学習内容の理解を深めるのに効果的であったか。

段階 時間

5

10

10

13

7

学習活動

１．教室の換気をする。

２．本時の課題を確認する。

３．提示資料を見て、部屋の空気について気

が付いたことを話し合う。

４．気体検知管で調べた結果を知り、気が付

いたことを話し合う。

５．ビデオ「たばこのけむりはあぶないよ!!」

を視聴し、思ったことを話し合う。

６．学習を振り返る。

支援・評価

・休み時間から換気をし、本時の意欲付けを

はかるようにする。

・ブレインストーミングを取り入れ、空気を

入れ換えないとどうなるか、空気を入れ換

えるとどんないいことがあるか、たくさん

の考えを出させるようにする。

・折れ線グラフが出来上がっていく過程を見

せることで、グラフの読み取りに不慣れな

児童にも、変化が読み取れるようにする。

・教室をしめ切ると、体調にどんな変化が表

れるか、養護教諭による説明を受ける。

・たばこは喫煙者だけでなく、副流煙によっ

て近くにいる人にも害があることや、換気

の大切さ、喫煙の恐ろしさについても気付

かせたい。

・今日から気を付けようと思うことを記入さ

せ、いくつか紹介する。

寒いのに、どうしてまどをあけるのか、

考えよう。

健康のためには、空気をきれいに保つ必

要があることを理解できたか。
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第４学年１組　学級活動学習指導案

１　題材名　　知っていますか　たばこの害

２　題材の目標

○たばこを吸うことは体の害になることを理解することができるようにする。

○健康でよりよい生活をするために，適切にたばこと向かい合っていこうとする気持ちををもつことができ

るようにする。

３　題材と児童

〈題材について〉

社会全体が禁煙の方向になってきている。心身の発育・発達の著しい小学生にとって，喫煙の影響は非常

に大きく，近年の社会環境の変化に伴って小学生においても喫煙の危険性は増している。

小学生が，喫煙防止の意義と重要性を認識し，喫煙によってもたらされる健康への影響等について理解し，

誘われても上手に断るスキルや態度を身に付ける必要がある。

〈児童について〉男１８名　女１１名　計２９名

薬物乱用については，薬物乱用キャラバンカーを活用したり，薬物乱用防止集会などを行ったりしたこと

で，薬物が健康に与える害についての知識は多少身に付いてきている。

アンケートから子どもたちの実態をみると，下のとおりである。

・たばこを吸ってみたいと思ったことがありますか・・・はい０人 いいえ２９人

・たばこを吸うように誘われたらどうしますか。・・・断る２９人　　吸うかもしれない０人

・大人になったらたばこを吸いたいですか。・・・吸う０人 吸わない２０人 わからない９人

・たばこに対してどう思いますか。・・・何でたばこがあるのか，いやなにおい，なくなってほしい，悪魔，

危険等

家の中でたばこを吸っている人がいるのは，７３％を越えている。子どもたちがたばこに接する機会は比

較的多いと言わざるを得ない。しかし，多くの子どもは，たばこにマイナスのイメージをもっているという

ことがわかった。

〈指導にあたって〉

本時の導入では，禁煙マークを見せ，どんな意味があり，なぜそこにあるのか考えさせることで，本時の

意欲付けを図りたい。たばこのイメージをブレインストーミングを行い分類し，グループごとに意見を発表

させることで，たばこの害について関心を高めたい。展開では，たばこの三大有害物質を中心に，たばこが

体に与える影響を学ばせたい。その際，子どもは，大人に比べかなり害を受けやすいということを強調する

ようにしたい。また，喫煙者（大人）の話を聞かせることで，体への害についてわかっていてもやめられず，

苦しんでいることを伝えたい。児童の意識が十分でないことから，視覚に訴える提示資料を準備し，道徳や

保健領域との関連を密にしながら意識を高めていくようにしたい。

４　学習指導計画

たばこについてのアンケート

知っていますか　たばこの害

本当の勇気とは

子どもたちの喫煙に対する事前調査

たばこを吸うことは，体の害になること
を理解できるようにする。

たばこを勧められてもはっきりと断る態
度をもたせる。

事前

本時

事後

朝の会

学級活動

道徳
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５．本時の計画

(１) ねらい　

たばこを吸うことは，体の害になることを理解することができる。

(２) 学習過程

(３) 授業の視点

○たばこの害を理解させるために用いた提示資料は，適切であったか。

○まとめの在り方は，たばこの害について理解を深めるのに適切であったか。

段階 時間

5

20

13

7

学習活動・展開

１．禁煙マークの意味を考える。

２．本時の課題を確認する。

３．たばこについてのイメージを出し合う。

４．たばこの害について，話を聞く。

５．学習を振り返る。

支援・評価（☆）

・禁煙マークを提示し，本時への意欲付けを

図る。

・ブレインストーミングを取り入れ，できる

だけたくさんの考えを出せるようにする。

・イメージしたものを分類し，グループごと

にまとめさせる。

・出された意見の中から，人体に与えるたば

この害に関わる意見を取り上げ，たばこの

害についての関心を高めるようにする。

・たばこの三大有害物質を中心に話す。

・覚えておきたいことについては，メモをと

りながら聞くようにさせる。

・喫煙者の話を事前に録音しておき，話を聞

かせることで，たばこの害についての理解

を深めるようにする。

・学習のまとめと感想を記入し，いくつか紹

介する。

☆たばこが体にあたえる影響について理解し

ている。

体にわるいものは、すすめられてもこと

わる。

たばこには，三大有害物質がふくまれて

いて，健康をだいなしにする。
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たばこが体にあたえるえいきょうについて

考えよう。
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第５学年１組　学級活動学習指導案

１　題材名　「たばこの害と断り方」

２　題材の目標　

○喫煙が心身の健康におよぼす影響を理解し，喫煙は絶対にしないという意識を高めることができるように

する。

３　題材と児童

〈題材について〉

たばこの害については，多くの児童についてはあまり身近に感じられないようにも見えるが，近年では飲

酒や喫煙の機会が小学生にも増えてきており，なおざりにはできない。

そのため，小学校段階からしっかりと喫煙防止の意義と重要性を認識し，誘惑に対しても断ることのでき

る意志をはぐくんでおく必要がある。

〈児童について〉男１１名　女１２名　計２１名

昨年度から薬物乱用防止についての学習を行い，たばこ，酒，シンナー，麻薬などの体に与える害につい

て，写真やＶＴＲなどを使いながら話を聞いたり，資料を見たりしている。そのため，薬物が健康に与える

害についての知識は多少身に付いているようだ。児童の感想カードからは，「薬物は本当に恐ろしい。」「絶

対に薬物はやらない。」などの考えが多く見られた。しかし，友達に対して遠慮している様子の見られる児

童も見られ，実際に薬物を進められた場合の断り方を学習し，身に付けておくことは重要であると考えられ

る。

〈指導にあたって〉

本時の学習は，実際に喫煙を進められた場合の対処の仕方はどうあればよいか考えさせることを重点に行

いたい。そのため，喫煙を勧められる場面を設定し断り方を考える活動をブレーンストーミングやロールプ

レイングを取り入れて行う。それによって断り方にはいろいろあることに気付かせるとともに，誘いに対処

する能力を高められるようにしたい。
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４　本時の計画

(１) ねらい

○喫煙が心身の健康におよぼす影響を理解することができる。

○喫煙を勧められた時のよりよい断り方を知り，身に付けることができる。

(２) 学習過程

（３）授業の視点

○ブレーンストーミングで出された意見を参考に，ロールプレイングで効果的な断り方をすることは，誘い

を断る態度の育成につながったか。

○養護教諭とのＴＴは有効であったか。

段階 時間

2

15

8

15

5

学習活動

１．喫煙の害について知っていることを話し

合う。

２．学習課題を確認する。

３．養護教諭から喫煙の影響について話を聞

く。

４．喫煙を勧められたときの断り方を考える。

５．喫煙の断り方をロールプレイングで体験

する。

５．学習を振り返る。

支援・評価（☆）

・以前に学んだことを思い出させ，本時の意

欲付けを図るようにする。

・覚えておきたいことについてはメモをしな

がら聞くようにさせる。

・身近な友達から勧められることが多いこと

を確認して，そのような場合なぜ誘いを断

るのが難しいのかを考えさせるようにする。

・ブレーンストーミングにより，様々な断り

方のアイデアを出すことができるようにす

る。

・ロールプレイングにより，きっぱりと断る

態度を経験させる。

☆喫煙を勧められた時の行動の取り方を考え

ることができる。

・学習感想を記入し，いくつかを紹介する。

喫煙の害と断り方について考えよう。
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第６学年１組　体育科（保健）学習指導案

１　単元名「病気の予防」～薬物乱用の害～

２　単元の目標　
○病気の起こり方や予防の方法について関心をもち，進んで課題を見つけようとしたり，意欲的に課題解決
に取り組んだりできるようにする。（関心・意欲・態度）
○病気の予防について，資料から予想したり，適切な予防の方法を考えたりできるようにする。
○薬物の体に与える害を知り，誘われてもはっきり断ることができるようにする。 （思考・判断）
○病気の予防にかかわる内容を理解することができるようにする。 （知識・理解）

３　単元と児童
〈単元について〉
病気には必ず原因があり，病原体，環境，生活のしかた，体の抵抗力などが関わり合って起こることを調
べていくと，それぞれの予防のしかたも考えていくことができる。私たちの体には病原体などから体を守り，
病気を防いだり，治したりする力があることを知り，自分の生活を振り返り，生活習慣の改善と健康につい
て取り組むことが望ましい。薬物乱用防止に関しては、正しい知識をもつだけでなく，自分を守るために誘
われてもはっきりと断れる態度を，意志決定力を高めていく必要がある。

〈児童について〉男子１５名　　女子２０名　計３５名

昨年度から薬物乱用防止教育に取り組み，たばこ，アルコール，薬物の害について授業や薬物乱用防止キ
ャラバンカーを活用して，知識は身に付いてきているが，自分に起こりうるとはまだ，実感していないよう
である。自分の体や心に与える害について，「怖い」と感じているので，友達に誘われたときは「絶対断る」
とどの子も答えた。

〈指導にあたって〉
病気の原因について学ぶことで，その予防法について生活習慣だけでなく，食生活と関連させて考えさせ
ながら展開させていきたい。薬物についての正しい知識と善悪の判断ができる意志決定力をロールプレイン
グを通して身に付けさせたいと考えている。また，薬物乱用防止に限らず，今後起こりうる様々な誘惑や友
達からの誘いに関しても，効果的な対応と意識を高められるようにしたい。

４　単元の学習指導計画

小単元名

病気の起こり方

病原体と病気

エイズ

生活のしかたと病気

むし歯や歯ぐきの病気

飲酒の害

喫煙の害

薬物乱用の害

断り方を練習してみよう

ね　　ら　　い

・病気が起こる４つの原因と抵抗力について理解することができる【知】

・インフルエンザや食中毒の予防法を考えることができる。【思】

・ＨＩＶ感染経路，感染者への接し方，感染経路の立ち方を理解すること

ができる。【知】

・健康によい生活習慣を知り，自分なりの健康によい生活習慣と食生活を

身に付ける方法を知ることができる。【知】

・むし歯や歯周病菌を防ぐためにどうすればよいかを考え，予防法につい

て理解することができる。【知】

・発育期の飲酒が危険なことを理解することができる。【知】

・受動喫煙の害を理解し，心身の健康にどのような影響を与えるか考える

ことができる。【思】

・薬物が心身に及ぼす害と社会に与える悪影響を理解することができる。

【知】

・アルコールや喫煙，薬物を勧められた場合の効果的な断り方をロールプ

レイングを通して考えることができる。【思】

事前

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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５　本時の指導（本時：９／９）

（１）ねらい　

アルコールや喫煙、薬物を勧められた場合の効果的な断り方をロールプレイングを通して考えることができる。

（２）学習過程

（３）授業の視点

○ブレインストーミングで出された意見を参考に，ロールプレイングで効果的な断り方をすることは，誘い

を断る態度の育成につながったか。

段階 時間

7

13

5

15

5

学習活動・展開

１．前時の学習を振り返る。

２．本時のめあてを確認する。

３．いろいろな断り方をブレーンストーミン

グで考える。

・きちんと断る。

・何となく断れないかも。

・友達の意見を参考にして考える。

４．グループごとに出された対応の仕方を整

理し，対応の仕方を確認する。

５．自分なりの断り方を考え、ロールプレイ

ングをする。

６．学習を振り返る。

支援・評価（☆）

・前時までの学習を想起させながら，アルコ

ール・喫煙・薬物の害について資料をもと

に振り返る。

・お酒やたばこ，薬物をすすめられたときに，

「飲みたくない，吸いたくない，やりたく

ない」という気持ちを表す言葉や，行動を

ブレーンストーミングで考えさせる。

・友達の意見も参考にさせる。

・効果的な対処のしかたが多様にあることを

確認する。

・ロールプレイングにより，誘いを無視した

り，きっぱり断る態度を経験させる。

・演じた感想，見ていてうまくできたところ

を発表させる。

☆効果的な断り方をロールプレイングを通し

て考えることができる。【思】（観察・シート）

・健康的な生活行動をとることが大切である

こと，いろいろな場面での誘惑や友達の誘

いにはっきりと断る強い意志が必要である

ことを確認する。

・ワークシートに自分の考えをうまく相手に

伝えるためにできることを考えて書かせる。

誘いに対してうまく断るにはどうしたら

いいのだろう。

断るセリフだけでなく，動きでも表して

みましょう。
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効果的な断り方を身に付けよう。
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